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3年次 4年次
2年次

4技能（話す・聞く・
読む・書く）の基礎
固め
全体の30％の授業
を英語で実施

【体験型・実習型学習】
英語合宿（必修）

希望の進路を意識した
実践的な英語能力の養成

【体験型・実習型学習】
7つのプロジェクトのうち、
最低1つに
参加（必修）

「英語で学ぶ」ステ
ージへ。英語で発
表および議論でき
る能力を修得
全体の50％の授業
を英語で実施

【体験型・実習型学習】
1セメスター（3カ月）の英語圏への
海外留学（必修）

2コース制

英語キャリアコース

グローバルスタディーズ
コース

◆CEFR B2
◆TOEIC®  750点
◆英検準1級
◆TOEFL®ibT  70点

英語レベル到達目標

段階的に英語学習や異文化体験を重ね、多言語多文化に対応できる人材へ

秋学期

　

日
本
の
学
生
は
英
語
で
発
言
す
る

こ
と
が
苦
手
で
す
。
外
国
の
学
生
に

比
べ
、
間
違
え
る
こ
と
に
対
す
る
心

理
的
な
抵
抗
が
大
き
い
よ
う
で
す
。

外
国
語
学
科
で
は
、
そ
う
し
た
心
理

的
な
ハ
ー
ド
ル
を
超
え
る
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
日
本
に
い
な
が
ら
に
し
て
行

え
る
工
夫
を
し
ま
し
た
。
授
業
の
目

的
に
合
わ
せ
て
、
10
名
程
度
の
少
人

数
ク
ラ
ス
を
設
け
る
な
ど
、
学
生
が

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ら
ざ
る

を
得
な
い
環
境
を
作
り
ま
す
。
そ
の

上
で
、「
寛
容
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
空
間
」
を
教
員
が
サ
ポ
ー
ト
し

て
形
成
す
る
こ
と
で
、
学
生
の
積
極

性
を
引
き
出
す
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
一
番
の
特
徴
と
し
て
、
２
年
次

春
学
期
の
留
学
を
必
修
と
し
て
い
る

こ
と
（
ベ
ー
シ
ッ
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

学
費
内
で
可
能
）
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

学
科
の
全
学
生
が
約
３
ヶ
月
間
、
ア

メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
の
大
学
付

属
の
語
学
学
校
で
、
習
熟
度
別
の
ク

ラ
ス
に
分
か
れ
て
学
ぶ
こ
と
で
、
心

理
的
な
抵
抗
を
完
全
に
克
服
す
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
滞
在
中
は

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
学
生
寮
で
の
生
活

を
通
し
、
ど
の
よ
う
に
自
分
の
考
え

や
意
見
を
伝
え
れ
ば
い
い
か
を
実
践

的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

―
英
語
以
外
の
言
語
を
あ
わ
せ
て

ら
の
拒
否
反
応
や
諦
め
に
繋
が
ら
な

い
よ
う
、
最
初
は
日
本
語
の
説
明
を

加
え
る
な
ど
英
語
と
日
本
語
を
混
在

さ
せ
て
、
段
階
的
に
英
語
の
占
め
る

割
合
を
上
げ
て
い
く
よ
う
に
し
ま
す
。

―
着
実
な
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
望
め

ま
す
ね
。
他
に
も
実
践
的
な
力
が
身

に
つ
く
仕
掛
け
が
あ
る
よ
う
で
す
ね
。

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
も
特
徴
で
す
。

　

ど
の
学
生
も
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ

ン
ス
語
、
中
国
語
、
コ
リ
ア
語
か
ら

一
つ
選
び
、
英
語
プ
ラ
ス
１
の
言
語

を
１
年
次
よ
り
学
び
始
め
ま
す
が
、

２
年
次
秋
学
期
か
ら
は
、
よ
り
ハ
イ

レ
ベ
ル
な
英
語
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を

目
指
す
「
英
語
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
」
と
、

プ
ラ
ス
１
の
言
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く

「
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
コ
ー

ス
」
に
分
か
れ
て
学
習
し
ま
す
。
言

語
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
と
同
時
に
、

言
語
の
背
景
に
あ
る
地
域
文
化
に
つ

い
て
考
え
る
コ
ー
ス
で
す
。

―
コ
ー
ス
分
け
後
は
、
学
生
の
将

来
を
見
据
え
た
取
り
組
み
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

３
年
次
以
降
に
は
、
長
期
協
定
校

留
学
や
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な

ど
、
７
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち

最
低
１
つ
へ
の
参
加
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
海
外
や
実
社
会
に
一
歩
踏
み
出

す
経
験
を
与
え
続
け
る
こ
と
で
、
留

学
で
培
っ
た
力
を
日
本
に
戻
っ
て
も

落
と
す
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
伸
ば
し

て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

学
生
は
在
学
中
、
日
常
と
は
違
う

負
荷
の
か
か
る
環
境
で
異
文
化
に
適

応
す
る
経
験
を
数
多
く
積
み
ま
す
。

結
果
と
し
て
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
い

う
言
葉
が
表
す
よ
う
な
、
困
難
を
跳

ね
返
す
力
が
育
ま
れ
ま
す
。
そ
う
し

た
力
は
卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
も
活

か
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

―
卒
業
後
の
進
路
は
ど
の
よ
う
な

分
野
を
想
定
し
て
い
ま
す
か
。

　

高
い
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
活
か
し
て
、
観
光
業
、
商
社

な
ど
海
外
と
接
す
る
機
会
の
多
い
一

般
企
業
や
、
通
訳
と
し
て
働
く
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
公

務
員
も
選
択
肢
の
一
つ
で
す
。
地
域

活
性
化
に
熱
心
な
自
治
体
は
グ
ロ
ー

バ
ル
な
展
開
を
見
す
え
て
お
り
、
異

文
化
の
摩
擦
に
き
め
細
や
か
に
対
処

で
き
る
人
材
が
広
く
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
外
国
語
話
者
が
地
域
に
溶

け
こ
む
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
よ
う

な
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
文
学
部
に
は
日
本
語
教
員

養
成
の
伝
統
が
あ
り
、
外
国
語
学
科

で
も
「
日
本
語
教
員
養
成
コ
ー
ス
」
を

履
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
高
い

英
語
力
が
身
に
つ
く
外
国
語
学
科
の

卒
業
生
は
、
英
米
文
化
圏
で
日
本
語

教
員
と
し
て
働
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

―
最
後
に
、
文
学
部
外
国
語
学
科

で
は
ど
の
よ
う
な
受
験
生
を
求
め
て

い
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
は
実
践
的
な
言
語
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
大
切
に
な

り
ま
す
が
、
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
で
Ｂ
２
レ
ベ

ル
の
言
語
能
力
は
必
ず
誰
で
も
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
光
ら

な
い
石
は
な
い
」
の
で
す
。
全
て
の

教
員
が
、
未
来
に
向
け
て
輝
い
て
い

く
、
今
は
原
石
で
あ
る
学
生
の
伸
び

し
ろ
を
信
じ
、
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。
入
学
時
に
は
英
語
力
が
高
く

な
か
っ
た
と
し
て
も
、
英
語
を
学
ぶ

こ
と
が
好
き
で
、
学
び
続
け
る
意
志

を
持
っ
て
い
る
、
異
な
る
背
景
を
持

つ
人
と
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
き
た

い
、
そ
ん
な
人
を
待
っ
て
い
ま
す
。

Y
ou can do it!

文教大学
越谷キャンパス◎教育学部・人間科学部・文学部
湘南キャンパス◎情報学部・国際学部・健康栄養学部

経営学部

●外国語学科特設サイトを開設
文教大学文学部外国語学科の詳細はこちらからアクセス→
9月末には、無料英会話レッスン動画を公開予定 ！
ぜひ特設サイトをご覧ください。

Information 

外
国
語
学
科
　
学
科
長（
予
定
）

リ
チ
ャ
ー
ド 

Ａ
．ロ
ー
ガ
ン
教
授

―
２
０
１
７
年
４
月
に
文
学
部
外

国
語
学
科
を
新
設
し
ま
す
。

　

日
本
社
会
の
国
際
化
が
進
む
に
つ

れ
、
異
な
る
背
景
を
持
つ
人
へ
の
共

感
を
支
え
と
し
、
言
語
の
壁
を
打
ち

破
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

れ
る
人
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
文

教
大
学
文
学
部
で
は
、
文
学
や
語
学

な
ど
を
通
じ
た
「
多
文
化
理
解
」
を

一
つ
の
柱
と
し
て
き
ま
し
た
が
、
新

設
の
外
国
語
学
科
で
は
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
特
徴
を
活
か
し
な
が
ら

新
た
な
方
向
性
を
打
ち
出
し
、
現
代

の
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
教

育
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
よ
っ
て
身
近
な
地
域
や
社
会

が
変
わ
る
こ
と
で
、
自
分
や
周
り
の

人
々
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る

の
か
、
自
分
で
考
え
、
行
動
を
選
択

で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

―
多
文
化
社
会
と
な
る
日
本
を
支

え
て
い
く
人
材
を
育
成
し
て
い
く
の

で
す
ね
。
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

教
育
を
行
う
の
で
す
か
。

　

外
国
語
学
科
で
は
、
柔
軟
で
高
度

な
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
養
成
し
ま
す
。
言
語
を
介
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
興
味
が
あ
り
、

そ
れ
を
基
盤
と
し
て
社
会
に
関
わ
り

た
い
と
思
う
人
に
は
ぴ
っ
た
り
の
学

科
で
す
。
具
体
的
に
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ

で
Ｂ
２
、
英
検
準
一
級
レ
ベ
ル
以
上

の
英
語
ス
キ
ル
修
得
が
目
標
で
す
。

　

入
学
後
の
早
い
段
階
で
英
語
合
宿

を
行
い
、
英
語
漬
け
で
勉
強
す
る
体

験
を
し
ま
す
。
１
年
次
は
約
３
割
、

２
年
次
は
約
５
割
の
授
業
を
オ
ー
ル

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
で
行
い
ま
す
が
、

入
学
直
後
の
英
語
力
が
高
く
な
い
状

態
で
は
内
容
が
理
解
し
き
れ
な
い
こ

と
も
多
く
、
学
生
は
も
ど
か
し
い
気

持
ち
を
味
わ
う
は
ず
で
す
。
そ
れ
が

英
語
学
習
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高

め
る
の
で
す
が
、
逆
に
ス
ト
レ
ス
か

言
語
の
壁
を
超
え
た
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

実
践
的
英
語
力
を
備
え
た
人
材
を
育
む

In
te
r
v
ie
w文

教
大
学

２
０
１
７
年
４
月
新
設

文
教
大
学
文
学
部
外
国
語
学
科

教
員
養
成
で
知
ら
れ
る
文
教
大
学
文
学
部
に
、
来
春
、

新
し
く
外
国
語
学
科
が
開
設
し
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
よ
り
異
文
化
へ
の
共
感
力
が
必
要
と
さ
れ
る
中
で
、

ど
の
よ
う
な
教
育
を
行
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

学
科
長
に
就
任
予
定
の
リ
チ
ャ
ー
ド 

Ａ
．ロ
ー
ガ
ン
教
授

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

聞
き
手　

松
平
信
恭
（
大
学
通
信
）

構
成　

小
坂
太
祐
（
大
学
通
信
）
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